
「カンボジア孤児院ビジネス」著：岩下明日香 

 

【要約】 

1975 年～1979 年ポルポト政権下において、すべての宗教活動

を禁止し、そして学のあるものは抹殺された。そしてすべての

学校は廃止され子供から教育を奪った。そしたカンボジアは現

在経済成長真っただ中。だが、社会的弱者に対する立場は非常

に厳しい。そんな中で生まれたのが「カンボジア」ビジネスで

あった。 

 

 

 

【感想】 

本書の中で筆者自身が渡航し、孤児院ビジネスに出会い、子供たちがダンスをし、それに募

金してもらうという内容がとても印象的であった。ビジネスのために働かされるこどもた

ち、だが一方で働かいなと生活ができない。そして親もいない。親しい関係にある者もいず

に孤児院へかけこんだ子どももいるだろう。結局自分たち学生ができることはなんなんだ

ろうとすこし考えさせられたそんな本であった。 


